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２０２４年３月期

第２四半期決算概要

１）決算のポイント
２）対業績予想
３）対前年同期

※本編で使用されている“BSF”は、“リチウムイオン電池向けセパレータフィルム製造装置”を示しています。
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前年同期比 増収・増益
◼ 受注
• 押出成形機のEV用「BSF」の需要は高水準を継続しているが、セパレータフィ

ルムの生産性を向上させる次世代機種への切換時期のため、仕様決定に時
間がかかっている案件などもあることから減少、また、米国・中国の市況悪化
等の影響による射出成形機の減少等により、受注高は前年同期比減少

◼ 売上
• 中国における押出成形機のEV用「BSF」が大幅に増加
• 国内における制御機械の電子制御装置、システムエンジニアリングが増加

◼ 営業利益・経常利益・四半期純利益
• 売上規模増加等により営業利益・経常利益は大幅増益
• 売上規模増加等に加え「MFLP座間（相模物流施設）」の事業化に係る特

別利益（土地の売却益※）の計上などにより四半期純利益は増益
※本土地の売却益については、等価交換方式のため三井不動産株式会社が譲渡資産土地上に建設した

建物の持分取得に充てられています。

2023年度2Q 決算のポイント（対前年同期）



売 上 高 819 800 +19

営 業 利 益 81 60 +21

利益率

経 常 利 益 90 56 +34

利益率

親会社株主に帰属する

四 半 期 純 利 益
143 120 +23

利益率

受 注 高 725 880 △ 155

為替レート（ USD） 150 円 126 円

増減

(A-B)

+2.5pt

+4.0pt

+2.5pt

10.0%

11.0%

17.5%

2023年度

2Q累計実績

(A)

2023年度

2Q累計予想

(B)

7.5%

7.0%

15.0%

業績サマリー（対業績予想）
（単位：億円）
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➢ 為替レートが円安水準で推移したこと、成形機セグメントを中心とした利益率の改善により増収・増益
➢ 押出成形機のEV用「BSF」の需要は高水準を継続しているが、次世代機種への切換時期のため、仕様決定に時間がか

かっている案件などもあることから減少、米国・中国の市況悪化等の影響による射出成形機の減少等により受注高は減少



売 上 高 819 589 +230

営 業 利 益 81 16 +65

利益率

経 常 利 益 90 21 +69

利益率

親会社株主に帰属する

四 半 期 純 利 益 143 18 +125

利益率

受 注 高 725 1,100 △ 375

為替レート（ USD） 150 円 145 円

11.0% 3.7% +7.3pt

17.5% 3.1% +14.4pt

2023年度2Q累計

(A)

2022年度2Q累計

(B)

増減

(A-B)

10.0% 2.8% +7.2pt

業績サマリー（対前年同期）
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（単位：億円）

※営業利益為替感応度（US$）
１円につき約６千万円／年（円安は利益増加）



射出
170 

ﾀﾞｲｶｽﾄ
94 

押出
283 

受注高（セグメント）

6

成形機内訳

22/2Q累計 23/2Q累計

射出
223

ﾀﾞｲｶｽﾄ
90押出

589

549903 

549 

146 

127 

42 

41 

7 

6 

1,100 725 

22/2Q累計 23/2Q累計

成形機

工作機械

制御機械

その他

△354（△39.2%）

△19（△12.6%）

△1（△2.1%）

△1（△13.5%）

△375（△34.1％）

増 減

903

（単位：億円） （単位：億円）

射出 ：射出成形機
ダイカスト ：ダイカストマシン
押出 ：押出成形機



円グラフ用

射出

ﾀﾞｲｶｽﾄ

押出

合計

254

23/2Q
(23/7-9)

射出
78

ﾀﾞｲｶｽﾄ
50

押出
124

⇐上の高さは三行目までが限界

成形機

工作機械

制御機械

その他

計

２Q、４Qは累計値の切り捨てと合うように差額で計算する。

373

199

447

295 254

68

55

60

70
57

23

26

23

19
22

4

3

2

3 3

468

283

533

389 336

22/2Q

(22/7-9)

22/3Q

(22/10-12)

22/4Q

(23/1-3)

23/1Q

(23/4-6)

23/2Q

(23/7-9)

制御機械

その他

工作機械

成形機

受注高推移（セグメント）

成形機内訳
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工作 ：大型の工作機械（工作機械セグメント）
精密 ：超精密加工機（工作機械セグメント）
制御 ：制御機械

（単位：億円）

（単位：億円） 成形機には受注計上に四半期ごとの偏りがある
押出のEV用「BSF」の大口受注を含む

足元の受注状況
➢ 【射出】 中国・北米の景気低迷により低調、北米は回復の兆しもみられる
➢ 【ﾀﾞｲｶｽﾄ】 自動車関連設備投資需要は緩やかに回復
➢ 【押出】 中国におけるEV用「BSF」の需要は高水準を継続
➢ 【工作】 北米におけるエネルギー関連向け堅調も、国内、中国中心に低調
➢ 【精密】 中国におけるスマートフォン用レンズ金型向け低調
➢ 【制御】 中国における産業用ロボットが低調、国内における電子制御装置が堅調



売上高（セグメント）
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成形機内訳

射出
192

ﾀﾞｲｶｽﾄ
77

押出
134

404

射出
191

ﾀﾞｲｶｽﾄ
78

押出
368

638

404 

638 

137 

122 

51 

62 

7 

7 

調整額

589 819 

(20)

22/2Q累計 23/2Q累計

成形機

工作機械

制御機械

その他

＋234（＋58.0%）

△15（△10.8%）

＋11（＋21.7%）

+0（+7.9%）

＋230（＋39.0%）

22/2Q累計 23/2Q累計

（単位：億円） （単位：億円）

増 減



棒グラフ用

成形機

工作機械

制御機械

その他

調整

計

２Q、４Qは累計値の切り捨てと合うように差額で計算する。

222 215 240
270

368

78
58

78
46

76

27
25

28 32

30

4

4

4 3

4

325
296

346
347

472

22/2Q

(22/7-9)

22/3Q

(22/10-12)

22/4Q

(23/1-3)

23/1Q

(23/4-6)

23/2Q

(23/7-9)

成形機

工作機械

制御機械

その他

調整額

円グラフ用

射出

ﾀﾞｲｶｽﾄ

押出

合計

368

23/2Q
(23/7-9)

射出
91

ﾀﾞｲｶｽﾄ
43

押出
233

売上高推移（セグメント）

成形機内訳

（単位：億円）

9

（単位：億円）



受注残高（セグメント）

10

成形機内訳

22/2Q 23/2Q

射出
205 

ﾀﾞｲｶｽﾄ
88 

押出
1,316 

射出
132

ﾀﾞｲｶｽﾄ
118

押出
1,459 

1,711
1,609 1,711 

242 
227 

61 
55 

5 
4 

1,918 1,998 

22/2Q 23/2Q

成形機

工作機械

制御機械

その他

＋102（＋6.3%）

△15（△6.2%）

△6（△8.6%）

△1（△17.2%）

1,609

（単位：億円） （単位：億円）

＋80（＋4.2%）

増 減



21

90

18

143

営業利益（セグメント）・経常利益・四半期純利益

経常利益 四半期純利益

＋69（+318.9%） ＋125（+677.1%）

11

10 

75 

3

1

2

3

0 

0 

16 81 

22/2Q累計 23/2Q累計

制御機械

制御機械

その他

成形機

その他

工作機械

成形機
+65

(+618.9%)

その他
△０

(△15.3%)

工作機械
△2

(△50.4％)

制御機械
+1

(+75.8%)

＋65（+388.6%）

（単位：億円） （単位：億円）

22/2Q
累計

23/2Q
累計

22/2Q
累計

23/2Q
累計

工作機械

成形機

「MFLP座間
（相模物流施設）」関連
（約80億円）含む

営業利益



　売上高 638 404 +234 +58.0%

　営業利益 75 10 +65 +618.9%

利益率 11.8% 2.6% ― +9.2pt

23/2Q累計 22/2Q累計 増 減 額 増 減 率

（成形機）セグメント業績

（単位：億円） （射出成形機・ﾀﾞｲｶｽﾄﾏｼﾝ・押出成形機など）

-

業績要因分析

＋
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ネガティブ・ファクター

➢ 【射出】中国の市況低迷長期化による減少
➢ 半導体等の部材調達難・コスト上昇

ポジティブ・ファクター

➢ 【押出】中国におけるEV用「BSF」の大幅増加



　売上高 122 137 △ 15 △ 10.8%

　営業利益 1 3 △ 2 △50.4%

利益率 1.3% 2.3% ― △ 1.0pt

23/2Q累計 22/2Q累計 増 減 額 増 減 率

（工作機械）セグメント業績

（単位：億円） （工作機械、超精密加工機など）

＋

業績要因分析

13

-

ポジティブ・ファクター

➢ 【工作】北米におけるエネルギー関連向け増加

➢ 【精密】車載用レンズ金型向け増加

ネガティブ・ファクター

➢ 【工作】国内における産業機械向け減少
➢ 【精密】中国におけるスマートフォン用レンズ金型向け減少
➢ 半導体等の部材調達難・コスト上昇



　売上高 62 51 +11 +21.7%

　営業利益 3 2 +1 +75.8%

利益率 6.3% 4.4% ― +1.9pt

23/2Q累計 22/2Q累計 増 減 額 増 減 率

（制御機械）セグメント業績

（単位：億円） （産業用ロボット、電子制御装置など）

＋

-

ポジティブ・ファクター

➢ 国内における省人化・省力化向けシステムエンジニアリング関連の増加

ネガティブ・ファクター

➢ 中国における産業用ロボット減少
➢ 半導体等の部材調達難・コスト上昇

14

業績要因分析



69

△16

経常利益分析

22/2Q累計
経常利益

90

規模増加 その他販管費粗利 為替

4

23/2Q累計
経常利益

1

21

+69
(+318.9%)

15

11

（単位：億円）

・売上高増加に伴う
物流費の増加等



➢ 国 内 ： 【押出】【精密】【制御】増加

【ダイカスト】【工作】減少

➢ 中 国 ： 【押出】増加

【射出】【工作】【精密】【制御】減少

➢ 東南アジア ： 【射出】【ダイカスト】増加

➢ イ ン ド 【射出】減少

➢ 北米・ﾒｷｼｺ ： 【工作】増加

【射出】減少

191

9 10 36 50
107

3

401

11 17 39 47
107

9

中国 台湾 韓国 東南アジア インド 北米・

メキシコ

欧州他

海外地域別売上高

22/2Q累計 23/2Q累計 22/2Q累計 23/2Q累計 22/2Q累計 23/2Q累計 22/2Q累計 23/2Q累計 22/2Q累計 23/2Q累計 22/2Q累計 23/2Q累計 22/2Q累計 23/2Q累計

181

408

184

634

海外比率

69% 77%

国内 海外

+3

+226

22/2Q累計 23/2Q累計 22/2Q累計 23/2Q累計

16

（単位：億円）

国内・海外売上高



射出

ダイカスト

押出

射 出 ダイカスト 押 出

163

51
113

161

56

345（85%）（84%）

（67%） （72%）

（85%） （94%）成形機製品別
（海外比率）

22/2Q
累計

23/2Q
累計

22/2Q
累計

23/2Q
累計

22/2Q
累計

23/2Q
累計

成形機

工作機械

制御機械

その他
329

71
8 0

562

68
2 0

（81%）（88%）

（52%）（56%）
（19%）（6%） （0%）（3%）

セグメント別 海外売上高
（海外比率）

海外売上高比率

成形機 工作機械 制御機械 その他

22/2Q累計： 69％

23/2Q累計： 77％

22/2Q
累計

23/2Q
累計

22/2Q
累計

23/2Q
累計

22/2Q
累計

23/2Q
累計

22/2Q
累計

23/2Q
累計

海外売上高・比率（セグメント別）

17

（単位：億円）



161 163

318
457

802

980

262

253
508

468

2,051 2,321

23/3月末 23/9月末

現金等

売上債権

棚卸資産

固定資産

その他

資産

負債 純資産

△9

+178

+139

+2

△40

 

買入債務

前受金

その他負債

株主資本

83 121

807
934

169

226
487

511
140

113365

416

23/3月末 23/9月末

買入債務

借入金

その他

株主資本

負債 純資産

契約負債

その他

包括利益

2,051 2,321

+51

△27

+24

+57

+127

自己資本比率

Ｄ／Ｅ比率

23/3月末 23/9月末

43.5% 45.5%

15.7% 10.8%

18

（単位：億円）

貸借対照表



△ 21 △ 15 △ 12
△ 0

△ 10

△ 44

FCF △37

財務C/F投資C/F営業C/F

財務C/F投資C/F営業C/F

FCF △11

22/2Q累計 23/2Q累計 増　減

517 508 △ 9

△ 21 △ 0 21

△ 15 △ 10 5

△ 12 △ 44 △ 32

△ 48 △ 56 △ 8

16 16 △ 0

484 468 △ 16

営業活動によるＣ／Ｆ

現金及び同等物　期首残高

現金及び同等物　期末残高

　　　換算差額 他

計

財務活動によるＣ／Ｆ

投資活動によるＣ／Ｆ

キャッシュ・フロー計算書
23/2Q累計22/2Q累計

19

配当金支払 △9
借入金返済 △26
配当金支払 △16

（単位：億円）

棚卸資産増加 △131
仕入債務増加 55
前受金増加 57
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２０２４年３月期

業績予想

１）業績予想
２）研究開発費、設備投資・減価償却費
３）配当予想



売 上 高 1,800 1,231 +569

営 業 利 益 150 57 +93

利益率

経 常 利 益 145 52 +93

利益率

親会社株主に帰属する

当 期 純 利 益 180 64 +116

利益率

受 注 高 1,830 1,690 1,916 △ 226

為 替 レ ー ト （ USD） 126 円 126 円 134 円

2023年度 業績予想

（2023/11/8公表）

(A)

2023年度 業績予想

(2023/5/15公表)

8.3%

8.1%

10.0%

4.3% +3.8pt

5.2% +4.8pt

2022年度 実績

(B)

増減

(A-B)

4.7% +3.6pt

2023年度 業績サマリー

21

（単位：億円）
■直近に公表されている業績予想から変更ありません
■受注高の業績予想につきましては、下記のとおり見直しています

変更なし



1,549 

1,315 

261 

270 

91 

90 

12 

15 

1,916 1,690 

22年度実績 23年度予想

受注高（セグメント）（22年度実績 対 23年度予想）

22

成形機内訳

22年度実績 23年度予想

射出
366 

ﾀﾞｲｶｽﾄ
178 押出

1,004 

射出
360 

ﾀﾞｲｶｽﾄ
190 

押出
765 

1,315

成形機

工作機械

制御機械

その他

△234（△15.2%）

＋9（+3.1%）

△1（△2.0%）

+3（+15.7%）

△226（△11.8%）

1,549

（単位：億円） （単位：億円）

増 減



射出
170 

ﾀﾞｲｶｽﾄ
94 

押出
283 

549 

765 

127 

142 

41 

48 

6 

8 

725 964 

23/上実績 23/下予想

受注高（セグメント）（23上実績 対 23下予想）

23

成形機内訳

23/上実績 23/下予想

765
成形機

工作機械

制御機械

その他

+216（+39.4%）

＋15（+11.0%）

+7（+14.8%）

+2（+33.4%）

+239（+32.9%）

549

（単位：億円） （単位：億円）

増 減

射出
189 

ﾀﾞｲｶｽﾄ
95 

押出
481 
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27
31 32

21年度 22年度 23年度計画

2Q累計実績

10

19
21

23

21年度 22年度 23年度計画

2Q累計実績

122

18 21

174

21年度 22年度 23年度計画

2Q累計実績

研究開発費、設備投資・減価償却費

研究開発費 設備投資 減価償却費

24

（単位：億円）

増産対応のためのインド新工場等

「MFLP座間（相模物流施設）」

を含む



配当予想

配当金の決定に関する方針

当社は、収益性の向上に向けて経営体質の強化を図りながら、安定配当を維持し、業績に応じた利益配分をしていくことを
基本方針としております。
利益剰余金につきましては､企業の継続的発展のため将来の事業展開等を戦略的に判断し､人的資本の強化や生産設備、

技術開発､海外展開等に有効に投資していくとともに､継続して株主の皆さまへの適正な利益還元を実施してまいります。

第２四半期末 期　末 年　間
配当性向

（連結）

2022年3月期 37.5円 37.5円 75.0円 48.6%

2023年3月期 37.5円 70.0円 107.5円 40.3%

2024年3月期

（予想）
70.0円 70.0円 140.0円 33.8%
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直近に公表されている配当予想から変更ありません

※2024年3月期の親会社株主に係る当期純利益は180億円を予想しておりますが、2023年9月に事業を
開始した相模物流施設の事業化に係る当社相模工場の南側一部敷地の売却益約80億円(圧縮記帳
積立金方式による繰延税金負債控除後)が含まれております。

当該売却益については、等価交換方式のため譲渡先が譲渡資産土地上に建設中の建物の持分取得に
充てられることから、当該売却益等控除後の親会社株主に係る当期純利益約100億円を基に利益配分を
実施させていただく予定としております。

また、総還元性向を意識して、必要に応じ自己株式の取得を機動的に実施することも検討してまいります。

※



〒100-8503 東京都千代田区内幸町2-2-2 富国生命ビル

TEL (03)3509-0444  FAX (03)3509-0336  URL : https://www.shibaura-machine.co.jp


